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広島・長崎ジュネーブ

WORLD NEWS

広島・長崎への原爆投下から71年
国際赤十字が世界に訴える
～核兵器廃絶だけが
子どもたちの未来を保障できる～

　広島・長崎への原爆投下から71年。今年５月にはアメリカの大統領とし
て史上初めてオバマ米大統領が広島を訪問し、「核兵器のない世界を目指
す勇気を持たなくてはいけません」と訴えるなど、核兵器廃絶をめぐる新
たな機運が高まりつつあります。５月30日には赤十字国際委員会（ICRC）
のペーター・マウラー総裁と、国際赤十字・赤新月社連盟（連盟）の近
衞忠煇会長が「人類の未来を守るため、各国は即座に行動を」とする共
同声明を発表しました。赤十字を中心にしたこの間の核廃絶への動きをま
とめました。

被爆の瞬間から始まった
赤十字の取り組み

　昭和20（1945）年の８月。広島と長
崎に落された２発の原爆。すさまじい閃
光とともに町は廃墟と化しました。強烈
な熱線と放射能、爆風に襲われた人びと
は逃げる間もなく、一瞬のうちにいのち
を落とした人や、激しい苦痛にさいなま
れる人も。
　日本赤十字社による想像を絶するよう
な救護活動はこの瞬間から始まりました。

奇跡的にいの
ちを永らえた日
赤の救護員、
医師、対策本
部職員たちの
中には、被災
直後から自分
たちのけがを押
して、放射能の
脅威にもかか
わらず生存者
の 救 護 に 当
たった人も少な

くありませんでした。
　中には、あまりの現状に精神的なバラン
スを失って自殺した医師、後に原爆症で亡
くなった救護員も数多くいました。戦後、
自分の死を悟った病床の救護員たちによ
る、数少ない貴重な証言が現在も残されて
います。
　「茫然としていた私を我に返らせたの
は、そこここからの救いを求める悲痛な
声であった。看護婦も全員が負傷し、白
衣を血で染めながら、倒壊した病舎の下
敷きとなっている傷病兵を救い出すのに
懸命だった」（山本（笹木）つや子）
　日赤の原爆救護活動は、人類にとって
も極限ともいえる悲惨な状況の中で、ひ
とつの救いとなる事実として残っていま
す。

核廃絶への人道的アプローチ

　戦後、国際赤十字は核兵器の非人道
性を国際社会に訴えてきましたが、米ソ
冷戦による核軍拡の中、必ずしも大きな
声にはなりませんでした。しかし1996年、
国際司法裁判所が「核兵器の威嚇・使
用は、国際人道法の基本原則に一般的

に反する」という勧告的意見を発表。
2010 年には ICRC のヤコブ・ケレンベル
ガー総裁（当時）が核廃絶を世界に訴
えたことで、人道的観点からの焦点が当
てられたのです。
　赤十字代表者会議は2011年に「核兵
器は国際人道法と両立しない」と決議。
2013年には核廃絶へ向けた４カ年行動
計画を採択しました。今年の春には、国
連核軍縮公開作業部会の直前にこの行動
計画に基づく赤十字ワークショップがジュ
ネーブで開催されました。日赤からは国
際部の永積企画課長が出席し、偶発的事
故などによる核爆発のリスクを各国赤十
字社がそれぞれの国の政府に訴えていく
必要性を指摘。それに向けた資料作成な
どを ICRC に要請しました。
　また、ワークショップで各国赤十字社
は、政府や議員、市民への働きかけを強
め、核廃絶交渉のための枠組みを期限を
決めて設定することの重要性を確認しま
した。国際赤十字を代表してトリニダード・
トバゴ赤十字社社長は、国連核軍縮公開

作業部会でこの確認事項を人道の名の下
に訴えました。

核廃絶の国際協定を提起

　ICRC総裁と連盟会長による共同声明
は、こうした一連の動きの中で、核兵器
廃絶への歩みを加速させる役割を持って
出されたものです。
　過去70年間、偶発的・意図的な核爆
発の危険に世界が晒され続け、近年で
はサイバー攻撃による核リスクが増加し
ていることなどを指摘しています。また
被爆による長期の健康被害や遺伝リスク
など「核爆発から生き残った人びとを救
う有効な手立てや実行可能な方策を、
私たちは持ち得ていません」と警鐘を鳴
らしています。
　その上で「核兵器の使用を禁止し、
時間の制約を設けた上で核廃絶を行う
国際協定」を提起。「核兵器の禁止と廃
絶だけが、子どもたちの未来を保障でき
る」と訴えています。

広島原爆救護の証言集　『きの
こ雲：日赤従軍看護婦の手記』
雪永政枝・他著 オール出版、昭
和59年（赤十字情報プラザ蔵）

核兵器に関する赤十字ワークショップの参加者

日赤本社前にて　左：近衞忠煇連盟会長（日赤社長）、右：ペーター・マウラーICRC総裁

　いまヨルダンにある国際赤十字で、ヨルダン赤新月社を通じた
シリア難民への人道支援を行っています。担当する「地域保健・
救急法」は、シリア難民や、彼らの受け入れにより影響を受ける
地元の人たちが健康でいられるよう、病気の予防や早期対応のた
めの知識の普及、支援を行う取り組みです。
　先日ヨルダン赤新月社の保健ボランティアとともに、シリア難民
を訪ねた時、激戦地となったシリアのアレッポから避難してきた
一人の男性と出会いました。深く刻まれたしわが目立ち、70代に
も見えましたが、聞けば私と同じ50歳。難民の過酷な体験と今も
続く苦悩を垣間見た気がしました。
世間話のつもりで子どものことを聞くと「二人が殺され、二人が

行方不明。残る一人はトルコからドイツに行こうとしている。孫た
ちも、ここで一緒に身を寄せている二人以外は行方不明だ」。男性
には高血圧と糖尿病の持病がありますが、避難生活の中で医療費
の余裕はありません。二人の孫たちが学校に行けるのかも心配の
種だといいます。「紛争はすぐに終わると思っていたが、こんなこ
とになるなんて…」と力なく語るその目は遠くを見つめていました。

　シリア紛争が始まった2011年以降、ヨルダンには65万人以上
の難民が逃げてきました。終わりの見えない紛争にすべてを奪わ
れてしまった人たち。そうした難民の皆さんとの出会いを通じて、
「たまたま平和な国の平和な時代に生まれたからといって、私たち
日本人が見て見ぬふりをしていいはずがない」と日々自分に言い
聞かせています。
　「シリアは世界で一番美しいところ。早く帰りたい」。難民の皆
さんからそうした言葉をよく聞きます。それが現実になる日まで、
保健ボランティアたちとともに支え続けたいと思っています。

私たち日本人が見て見ぬふりをしていいはずがない

Miki Takahara

連盟　中東地域紛争犠牲者
支援事業（ヨルダン）

高原 美貴
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中東人道危機　救援金受付中

受 付 口 座 ゆうちょ銀行　郵便局　
受付 期 間 平成29年3月31日（金）まで

口座番号 0110-2-5606　口座名義 日本赤十字社
※振替用紙の通信欄に「中東人道危機」とご記入ください。
※窓口でのお振り込みの場合は、振込手数料が免除されます。

詳細は、日赤のホームページ をご覧ください。日本赤十字社　中東人道危機救援金検 索




